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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
を

は
じ
め
駐
屯
地
隊
員
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
様
共
々
明
る
く
希
望

に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

昨
年
は
、
一
昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
猛
威
を
振
い
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
進
む
中
、
一

人
一
人
の
感
染
予
防
対
策
へ
の
意
識
も
強
く
、
感
染
者
や
重
症
者

が
共
に
減
少
し
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
開
催
へ
の
賛
否

両
論
は
あ
り
ま
し
た
が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
様
々
な
制
限
を
受
け
な
が
ら
も
無
地
開
催
さ
れ
、
テ
レ
ビ
で

の
観
戦
を
通
じ
て
日
本
選
手
の
活
躍
や
選
手
同
士
が
称
え
あ
う
姿

に
感
動
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
年
は
、
「
壬
寅
」
年
で
す
。
「
壬
寅
」
は
、
「
冬
が
厳
し
い

ほ
ど
春
の
芽
吹
き
は
生
命
力
に
溢
れ
、
華
々
し
く
生
ま
れ
る
」
こ

と
を
表
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
も

終
わ
り
、
穏
や
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
一
年
で
あ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
局
地
的
な
豪
雨
災
害
や

地
震
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
中
、
駐
屯
地
隊
員
の
皆

様
は
駐
屯
地
司
令
を
核
心
と
し
、
い
か
な
る
事
態
に
も
任
務
を
完

遂
す
べ
く
訓
練
を
重
ね
て
い
く
事
と
思
い
ま
す
。
支
部
は
、
隊
員

の
皆
様
が
安
心
し
て
任
務
を
完
遂
で
き
る
よ
う
家
族
支
援
業
務
等

を
通
じ
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
２
年
間
出

来
か
ね
て
い
た
各
種
事
業
を
開
催
し
会
員
相
互
の
親
睦
と
隊
員
の

方
々
と
の
交
流
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
終
わ
り
に
、
皆
様
に
と
っ
て
本
年
が
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

令
和
四
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
昨
年
、
第
十
二
施
設
群
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
各
種
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
訓
練
を
積
み
重
ね
、
任
務
遂
行
に
必
要
な
練
度
を
維
持
・
向

上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
小
職
以
下
隊
員
一
同
、
こ
の
岩
見
沢
の

地
に
お
い
て
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
し
な
や
か
で
強
靭
な
部
隊
を

目
指
し
て
誠
実
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
何
卒
倍
旧
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
、
か
つ
て
想
定
し
て

い
た
よ
り
も
早
い
速
度
で
厳
し
さ
と
不
確
実
性
を
増
し
て
い
ま
す
。
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
と
呼
ば
れ
る
軍
事
と
非
軍
事
と
の
境
界
が
曖
昧
な
戦
い

の
出
現
や
、
宇
宙
・
サ
イ
バ
ー
・
電
磁
波
と
い
っ
た
新
た
な
領
域
で
の

行
動
が
戦
の
成
否
を
左
右
す
る
時
代
と
な
り
、
我
々
は
そ
の
変
化
に
適

応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
民
や
地
域
住
民

の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
は
、
昨
今
頻
発
し
て
い
る
想
定
外
と
呼
ば
れ

る
自
然
災
害
へ
の
備
え
に
も
万
全
を
期
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、
本
年
も
愚
直
に
訓
練
を
積
上
げ
、
事
態
に

即
動
し
、
任
務
必
成
で
き
る
よ
う
、
施
設
技
術
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
、
私
自
身
が
そ
の
中
核
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
所
存
で
す
。 

 

本
年
は
群
検
閲
を
控
え
、
そ
の
真
価
が
問
わ
れ
る
年
に
な
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
昨
年
来
か
ら
、
群
の
精
強
化
の
た
め
、
施

設
技
術
の
錬
磨
の
た
め
様
々
な
訓
練
に
臨
み
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
間
、
隊
員
諸
官
は
も
と
よ
り
、
ご
家
族
の
皆
様
に
も
大

変
な
ご
苦
労
を
お
掛
け
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ご
家
族
の
皆
様
、
地

域
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
応
援
と
ご
理
解
は
、
我
々
の
活
動
の
原
動

力
に
な
り
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
本
年
が
、
新
た
な
時
代
に
向
け
た
良
い
年
と
な
り
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
希
望
に
満
ち
溢
れ
飛
躍
の
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 



 岩見沢駐屯地（司令・荒関大輔 １等陸佐）は、令和３年１０月２６日（火）「岩見沢駐屯地司令感謝状贈呈
式」を実施しました。 

 常日頃から駐屯地に協力・援助いただいている部外協力団体及び企業（４名１企業）に対して、感謝状と
記念品を贈呈するとともに、駐屯地司令から受賞者に対し感謝の意を伝えさせていただきました。 

 感謝状を贈呈した後、第１０即応機動連隊（滝川）の支援を得て９６式装輪装甲車（ＷＡＰＣ）に試乗体験し
ていただき駐屯地内を走行しましたが、「こんな体験は滅多にできることではないので貴重な体験でした。」
と大変好評でした。併せて、坑道掘削機及び偵察オートバイの展示もご覧いただきました。 

 最後に、岩見沢駐屯地の陶芸クラブによる「日の出焼」の湯飲みに、一人ひとり思いの言葉を揮毫してい
ただき、「完成が楽しみです。」などのお言葉をいただきました。 

 今後も駐屯地に対する理解と信頼を深めるとともに、各協力団体や地域との連携を図っていきます。 

坑道掘削機研修 
 

９６式装輪装甲車 
 

湯呑に揮毫 
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岩見沢駐屯地司令感謝状贈呈式 



隊友会だより 

岩見沢駐屯地の実施する冬の交通安全運動への参加 
 支部は１１月１２日（金）の早朝、第１２施設群（岩見沢駐屯地）の実施する冬の交通安全運動に参加し駐屯地部隊
と合同で「旗の波作戦」を実施しました。 
 岩見沢駐屯地正面前を走る道道岩見沢桂沢線沿いにて、駐屯地隊員とともに隊友６名をもって通過する車に交通安全
を呼びかける黄色の「交通安全旗」の旗振りを行い交通安全意識の高揚を図りました。本行事は岩見沢駐屯地が北海道
・北海道警察などが主催する冬の交通安全運動に合わせて実施しているものです。コロナ禍の収束状況でありましたが
マスクを装着しつつ駐屯地前の道道を通過するドライバーに対して安全運動啓発の旗振りを力強く行いました。 
 約３０分の短い時間ではありましたが、年齢５４歳から７４歳までの隊友は隊員とともに元気に旗をはためかせまし
た。通行した車両約１２０台の中には快い激励の言葉も頂きました。岩見沢駐屯地とともに安全運転・事故防止意識の
向上に寄与することができました。 

隊友会岩見沢支部 
支部長 藤原 恒雄 

 令和３年１２月１０日（金）～１４日（火）までの間、第１２施設群（群長・荒関１佐）は第３９９施設中隊（中隊
長・髙橋１尉）に対し「防御支援に任ずる施設中隊の行動」について駒ヶ岳演習場で訓練検閲を実施しました。本検閲
は、第２８普通科連隊との協同訓練の場を活用して、受閲中隊は２８連隊に配属、第２中隊の防御支援を主体として、
陣地構築、障害構成といった施設支援が求められました。 
 検閲開始に当たり統裁官（群長）は、「プロとして、被支援部隊の要求を第一義に支援し、任務を遂行せよ。」「中
隊『一丸』となり、いかなる困難も克服し、任務達成に邁進せよ。」「基本基礎を徹底し、安全管理に万全を期せ。」
の３点を要望しました。 
 中隊は、９日岩見沢駐屯地で隊容検査を受け、１０日朝前進命令を下達した後、駒ヶ岳演習場へ前進し、集結地を占
領しました。 
 検閲間、降雪や氷点下の気温の中、第１小隊は、道路閉塞、道路破壊、鉄条網等を組み合わせた複合障害を１０ヶ所
構成し、第２小隊は、指揮所用簡易掩蓋掩壕（２・５LP）を構築後、第１小隊の障害構成支援を実施しました。器材班
は、対戦車壕（約５０ｍ）と中距離多目的誘導弾露天掩体等の構築をしました。 
第３９９施設中隊は被支援部隊の任務達成に寄与すべく、綿密な調整のもと最大限の施設支援を実施し、任務を達成す
ることができました。 
 第３９９施設中隊は、群唯一の機動支援中隊としてこれからも練度の向上を図っていきます。 
  

地雷による道路閉塞 

最後尾の車両を待つ隊員 重機関銃試射 

２．５LP構築 

第３９９施設中隊 

２８連隊と構想思達 

優秀隊員 

高沢 
２曹 

八反田 
２曹 

冨所 
３曹 

指揮官会議 



 
 
 
 
 
 
 
健康な体を維持し、目標に向かって頑張
る。 
         ３９８中 友田士長 
脚下照顧の心を忘れず、今の自分より進
化する１年にする。 
              ３９９中 玉田士長 
全力投球 
        ４００中 木下３曹 
まだまだ未熟な若造なので精進してい
きます。 
        ３０２坑中 仲谷３曹 
  
６ｋｇ痩せる！！！！！ 
        ２直支中 岩城３曹 

 
責任感を持つ 。 
        ２直支中  海藤２士 
 
                             
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
報恩謝徳 
        本管中 倉本２曹 
前川、家族を増やす。 
        本管中 前川３曹 
健康第一、一日一日を大切にする  
                ３９８中 阿部１曹 
識能と体力の向上 
        ３９８中 河野３曹 
ほどよく食べて、飲んで、仕事して、家族
孝行して、痩せる！ 
        ３９９中 佐々木２曹 
私生活充実！！ 
                ３９９中 高沢２曹 
クリスティアーノ・ロナウドに負けないよう
なカッコいいアラフォーになる 
        ３９９中 冨所３曹 
今以上にいい男になる。 
        ４００中 目黒２曹 
健康第一 
        ４００中 佐藤２曹 
アラフォーとして、大人の魅力を磨きます 
        ３０２坑中 宿南３曹 
中曹がんばる！！ 
        ２直支中 田中２曹 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
体に気を付け、任務達成する。 
        本管中  田岡准尉 
胸囲１１０・腹囲８０にする。 
        本管中  桐谷准尉 
家庭を大切にする 
        ３３９中  原田１曹 
自分に厳しく、人にも厳しく！ 
        ３９９中  佐藤１曹 
健康に注意し、良い１年にする。 
        ４００中  坪田１曹 
尿酸値を下げる！！！ 
        ２直支中 菊地曹長 
笑ガオーを忘れず頑張る！！ 
        ２直支中 河田１曹 
「感謝する心」で穏やかに♪ 
        基通   岩見１曹 
日々全身、日々努力 
        業務隊  中川１曹 
健康第一！！ 
        業務隊  三谷１曹 
健康第一！！！ 
        業務隊  渡邊２曹 
自己研鑽 
        業務隊  木田技官 
 

昇 

任 

２直支中 則政３曹 
妻 万里衣（まりい）さん 

Ｒ３．１２．２入籍 
２直支中 本多３曹 
妻 華子（はなこ）さん 
Ｒ３．１２．４入籍 

 

【第
12
施
設
群
】 

２
等
陸
佐
へ 

 
 

小
林 

猛 
 
 

（群 

本 

部
） 

准
陸
尉
へ 

 
 

西
村 

貞
幸 

 

（本 

管 

中
） 

陸
曹
長
へ 

 
 

細
野 

貴
志 

 

（本 

管 

中
） 

２
等
陸
曹
へ 

 
 

倉
本 

諭
嗣 

 

（本 

管 

中
） 

３
等
陸
曹
へ 

 
 

佐
藤 

小
晴 

 

（本 

管 

中
） 

 
 

海
老
澤 

彰   

（本 

管 

中
） 
 
 

岡
田 

拓
己 

 

（３
９
８
施
中
） 

    

山
崎     

駿   

（３
９
９
施
中
） 

 
 

玉
田     

岳   

（３
９
９
施
中
） 

 
 

岩
本  

太
助   

（３
９
９
施
中
） 

 
 

安
藤  

陸
弘 

 

（４
０
０
施
中
） 

 
 

安
藤     

舞 
 

（４
０
０
施
中
） 

人  事  往  来 

異

動 

☆
転
入
☆ 

 
 

２
佐 

渡
邊 

岳
央 

（東
北
方
総
監
部 

仙
台
） 

 
 
 

 
 
 
 

  

（12
月
１
日
付
）  

☆
転
出
☆ 

【第
12
施
設
群
】 

群
本
部 

 
 

 
 

２
佐 

藤
堂 

 

康
次 

（業
務
隊 

古
河
） 

第
３
９
８
施
設
中
隊 

    

曹
長 

小
笠
原
涼
太  

（９
施
大 

八
戸
） 

 
 
 

 
 
 
 

  

（12
月
１
日
付
） 

定 年 退 官 
★
駐
屯
地
内
異
動
★ 

第
３
９
９
施
設
中
隊 

 

２
尉 

香
田 

悠
（群
本
部
へ
） 

 
 
 

 
 
 
 
 

（12
月
１
日
付
）  

 

新

副

群

長

着

任 

第１０１施設直接支援大隊 
第２直接支援中隊 
 准陸尉 齋藤 信一 
   （1２月７日付） 

第１２施設群 
群本部 

 ２等陸尉 井上 邦子 
   （１１月２８日付） 

永
年
の
勤
務 

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

第１２施設群 
副群長 

 ２等陸佐 渡邊 岳央 

【第
２
直
接
支
援
中
隊
】 

１
等
陸
尉
へ 

 

近
藤 

貢
紀 

陸
士
長
へ 

 

佐
々
木
健
輔 

 

山
本 

涼
介 

１
等
陸
士
へ 

 

海
藤 

里
奈 

 

矢
島
帆
乃
佳 

【岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】 

２
等
陸
尉
へ 

 

渡
邉 

寛 
 
 

  

（
以
上
、
１
月
１
日
付
） 



省エネ・節電のスペシャリスト 

岩見沢市３条西２丁目ＮＣＣビル４Ｆ店 主 平 井 
0126-(22)-8873 

飲み放題 3300円 

 
（５名様から） 

北の国から 

SNACK 

代表取締役 

0126-22-5871 

岩見沢市有明町南１番地１４ 

多彩な催しにご利用いただける施設です。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 北市 宗三 

お気軽にお電話ください。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 千 葉 賢 司 

Tokkyu
物流・・・・
それは“まごころ”のネットワーク
本社 〒068-0115 岩見沢市栗沢町最上498-9
TEL 0126-45-2792 FAX 0126-45-3053

h t t p : / / w w w . t o k k y u - g r o u p . j p

（札幌／札幌北／苫小牧／東北／関東／中部）（札幌／札幌北／苫小牧／仙台／福島／関東／中部／大阪） 

ＮＮＣ 

岩見沢駐屯地ホームページ 
 

 昭和２８年から現在までの歴史や広報
紙、部隊の訓練やイベント情報などを随
時更新しています！ 

ぜひ、ご覧ください！ 
 
 
 

岩見沢駐屯地 検索 

松 浦  淳 一 



 

第
12
施
設
群
（
群
長
・
荒
関
大
輔 

１
等
陸
佐
）
は
、
令
和
４
年

１
月
11
日
（
火
）
「
令
和
４
年
訓
練
始
め
」
を
岩
見
沢
駐
屯
地
で
実

施
し
ま
し
た
。 

 

訓
練
始
め
と
し
て
１
年
の
勢
い
を
つ
け
る
た
め
盛
り
上
が
り
を
重

視
し
雪
上
に
お
け
る
綱
引
き
を
実
施
し
ま
し
た
。
群
本
部
及
び
各
中

隊
の
６
コ
チ
ー
ム
を
２
コ
グ
ル
ー
プ
に
区
分
し
、
１
試
合
３
本
勝
負

で
各
グ
ル
ー
プ
の
１
位
同
士
で
決
勝
戦
を
行
う
要
領
で
実
施
し
ま
し

た
。
各
チ
ー
ム
は
雪
上
と
い
う
特
性
の
中
、
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
ず
、

実
施
者
も
応
援
者
も
一
丸
と
な
り
真
剣
に
綱
引
き
に
取
り
組
み
、
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
訓
練
始
め
と
な
り
ま
し
た
。
勝
ち
上
が
っ
た
第

３
９
９
施
設
中
隊
と
第
４
０
０
施
設
中
隊
が
決
勝
戦
で
対
決
し
、
結

果
は
第
３
９
９
施
設
中
隊
が
見
事
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。 

 

本
訓
練
始
め
を
通
じ
、
第
12
施
設
群
は
、
新
年
か
ら
部
隊
の
団
結

の
強
化
及
び
士
気
を
高
揚
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
令
和
４
年
の
隊
務

を
力
強
く
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

福島 士長（本 管） 橋本 士長（本 管） 

丸島 士長（３０２坑） 三村 士長（３０２坑） 

稲井田 1士（３９８） 

小林 士長（４００） 長屋 士長（４００） 黒政 １士（４００） 

宮田３曹（３９８） 岩井 士長（３９８） 


